
江
戸
の
積
問
屋
と
艀
下
宿

吉
田
伸
之

は

じ
め
に

　

こ
の
論
題
に
つ
い
て
は
、
共
同
研
究
の
中
で
二
回
お
こ
な
っ
た
小
レ
ポ
ー
ト
で
と

り
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の
内
容
を
自
分
な
り
に
反
瓠
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
若
干

の

史
料
分
析
を
加
え
て
、
近
世
の
利
根
川
を
軸
と
す
る
奥
川
筋
の
内
陸
舟
運
の
起
点

を
な
す
、
江
戸
に
お
け
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
性
格
と
機
能
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い

ま
す
。
に
わ
か
勉
強
な
の
で
研
究
史
の
フ
ォ
ロ
ー
も
十
分
で
き
て
い
な
い
の
で

す
が
、
こ
こ
で
扱
う
論
点
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
田
中
康
雄
さ
ん
の

「奥
川
船
積
問
屋
と
佐
原
商
人
仲
間
」
（
『
史
学
』
四
三
ー
一
・
二
、
一
九
七
〇
年
）
と
、

拙
稿

「
江
戸
町
火
消
と
若
者
仲
間
」
（
『
浮
世
絵
を
読
む
』
6
巻
、
朝
日
新
聞
社
、
一

九
九
七
年
）
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
東
京
川
船
貨
物
回
漕
組
合
に
つ
い
て

　
は

じ
め
に
、
一
八
八
九
年
の
東
京
都
農
商
務
課
「
商
事
慣
例
調
」
（
『
江
戸
東
京
問

屋

史
料
・
商
事
慣
例
調
』
東
京
都
公
文
書
館
、
一
九
九
五
年
）
と
い
う
史
料
を
見
て

い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
時
東
京
府
の
諮
問
に
対
し
て
、
旧
来
の
株
仲

間
な
ど
を
含
め
た
多
様
な
業
種
の
組
合
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
略
史
や
慣
行
・
慣
例
な
ど

に
つ
い
て
書
き
上
げ
た
返
答
書
を
そ
の
ま
ま
合
綴
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
に
「
東

京
川
船
貨
物
回
漕
組
合
」
か
ら
の
上
申
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
含
ま
れ
る
「
組
合

履
歴
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
ま
す
と
、
「
当
組
合
ハ
川
舟
積
問
屋
・
艀
問
屋
・
艀
下
積

問
屋
ノ
三
組
ヨ
リ
成
立
チ
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
八
八
五
年
に
認
可
を
得
て
、
一
八

八
九
年
五
月
に
至
っ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
「
積
問
屋
」
「
艀
下
積

問
屋
」
「
艀
問
屋
」
と
い
う
三
組
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
「
組
合
履
歴
」
、
す
な
わ
ち

由
緒
が
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
以
下
そ
の
内
容
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

組
合
全
体
の
履
歴
の
と
こ
ろ
に
、
「
積
問
屋
荷
主
モ
、
艀
問
屋
荷
主
モ
、
即
チ
同

一
ナ
リ
」
と
、
積
問
屋
と
艀
問
屋
の
業
態
が
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
初
年
に
積
問
屋
と
艀
問
屋
と
の
合
併
の
試
み
が
二
度
に
わ
た
っ
て
あ
り
ま
し
た

が
、
四
分
五
裂
と
な
っ
て
う
ま
く
い
か
ず
、
一
八
八
五
年
に
至
っ
て
漸
く
合
体
し
、

「
東
京
川
船
貨
物
回
漕
組
合
」
と
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
（
川
舟
）
積
問
屋
」

と
い
う
の
は
、
文
化
年
間
以
降
に
十
組
の
傘
下
に
入
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
結
論
か
ら

い

い

ま
す
と
、
こ
れ
は
三
五
軒
～
三
七
軒
か
ら
な
る
奥
川
筋
船
積
問
屋
仲
間
の
こ
と

で

あ
り
ま
す
。
ま
た
「
艀
下
積
問
屋
」
と
い
う
の
は
、
両
国
橋
の
御
役
船
艀
下
宿
仲

間
の
後
身
で
す
。
さ
ら
に
最
後
の
「
艀
問
屋
」
と
い
う
の
は
、
艀
下
積
問
屋
と
ほ
ぼ

同
じ
業
態
の
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
小
網
町
地
域
を
中
心
に
展
開
す
る
「
付
船
仲

間
」
と
呼
ば
れ
た
艀
宿
の
集
団
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
以
下
の
②
か
ら
⑤
に
わ
け

て
、
明
治
期
中
頃
に
「
東
京
川
船
貨
物
回
漕
組
合
」
と
し
て
合
体
し
た
と
こ
ろ
の
旧
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三

組
の
中
身
は
何
か
を
、
江
戸
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
と
そ
の
構
造
に
注
目
し
な
が
ら

若
干
見
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

②
元
禄
九
年
と
享
保
三
年
の
一
件

　

こ
こ
で
は
下
総
佐
原
の
伊
能
三
郎
右
衛
門
家
文
書
の
「
部
冊
帳
」
と
い
う
史
料
を

見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
「
部
冊
帳
」
は
『
佐
原
市
史
』
資
料
編
・
別
編
三

冊

（
一
九
九

六

～
九
八
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
一
六
九
六

年
（
元
禄
九
）
と
一
七
一
八
年
（
享
保
三
）
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
江
戸
の
箱
崎
町

に
存
在
し
た
船
宿
で
あ
る
佐
原
屋
庄
兵
衛
が
関
わ
っ
た
争
論
に
関
す
る
記
録
が
含
ま

れ
て

い
ま
す
。

　
一
六
九
六
年
の
一
件
の
経
過
を
簡
単
に
見
ま
す
と
、
佐
原
の
源
左
衛
門
と
久
兵
衛

と
い
う
も
の
（
船
頭
か
）
が
江
戸
に
屋
敷
（
武
家
）
米
を
運
び
、
荷
揚
げ
し
よ
う
と

し
た
と
き
に
、
小
網
町
の
艀
集
団
、
こ
れ
は
「
茶
船
共
」
と
で
て
き
ま
す
が
、
か
れ

ら
に
打
榔
さ
れ
米
な
ど
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
二

度
起
こ
り
ま
し
た
（
『
部
冊
帳
』
前
巻
一
五
四
～
一
五
六
頁
）
。

　

こ
の
と
き
の
小
網
町
の
茶
船
の
行
動
と
そ
の
背
後
に
あ
る
論
理
は
、
「
奥
川
か
ら

高
瀬
船
に
積
ま
れ
運
ば
れ
て
き
た
商
売
（
商
人
）
米
を
、
江
戸
市
中
の
荷
主
の
も
と

に
配
送
す
る
と
い
う
『
艀
』
の
機
能
は
、
わ
れ
わ
れ
小
網
町
付
船
仲
間
が
独
占
す

る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
彼
ら
は
江
戸
か
ら
行
徳
辺
り
ま
で
茶
船
を
出
し
、
内
陸
舟

運

を
担
う
高
瀬
舟
か
ら
、
江
戸
の
各
地
へ
と
荷
を
運
搬
す
る
艀
機
能
を
特
権
と
し
て

自
分
た
ち
だ
け
が
担
う
と
い
う
こ
と
で
、
高
瀬
船
に
群
が
る
訳
で
し
ょ
う
。
し
か
し

一
方
で
、
武
家
の
屋
敷
米
、
つ
ま
り
年
貢
米
に
つ
い
て
は
、
商
人
米
の
よ
う
に
付
船

の
独
占
は
し
な
い
と
い
う
了
解
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
一
件
は
、
佐
原
屋
庄
兵
衛
の

と
こ
ろ
に
着
い
た
佐
原
か
ら
の
高
瀬
船
が
積
ん
で
い
た
の
は
屋
敷
年
貢
米
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
佐
原
側
の
勝
訴
で
決
着
し
ま
す
。

　

こ
の
一
件
を
見
る
と
、
小
網
町
に
は
付
船
仲
間
と
い
う
茶
船
持
ち
の
集
団
が
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
と
、
ま
た
佐
原
屋
庄
兵
衛
の
よ
う
に
佐
原
か
ら
の
荷
物
の
受
託
を

独
占
す
る
船
宿
・
船
積
宿
が
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
こ
の
佐
原
屋
庄
兵
衛
に
つ

い
て

は
、
佐
原
村
か
ら
や
っ
て
く
る
船
の
船
宿
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
独
自
に
茶
船
を

一
艘
所
有

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
箱
崎
町
で
船
宿
を
営
ん
で
い
る
こ
と
、
な
ど
が

分
か
り
ま
す
。

　

享
保
三
年
の
一
件
に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
す
。
佐
原
屋
庄
兵
衛
は
後
で
見
る
よ
う

な
奥
川
筋
舟
積
問
屋
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
け
れ
ど
も
、
一
方
で
佐
原

か

ら
の
荷
物
に
つ
い
て
は
、
江
戸
で
の
艀
機
能
を
独
占
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
わ

け
で
す
。

　

図
1
を
見
て
下
さ
い
。
こ
の
一
件
を
め
ぐ
る
佐
原
と
江
戸
を
結
ぶ
流
通
の
様
相
を

簡
単
な
図
に
し
て
み
ま
し
た
。
荷
主
た
ち
が
佐
原
の
河
岸
問
屋
を
通
じ
て
江
戸
に
荷

物

を
送
る
と
、
そ
れ
が
送
状
と
と
も
に
高
瀬
船
で
運
ば
れ
て
佐
原
屋
庄
兵
衛
の
と
こ

ろ
に
着
く
。
本
来
こ
の
段
階
で
は
、
船
積
宿
で
は
な
く
て
奥
川
筋
の
艀
下
宿
、
た
と

え
ば
小
網
町
付
船
仲
間
等
で
す
が
、
彼
ら
が
こ
う
し
て
江
戸
に
入
っ
て
く
る
荷
物
の

配

送
・
荷
揚
げ
を
独
占
す
る
の
で
す
が
、
佐
原
屋
庄
兵
衛
の
場
合
は
そ
う
し
た
艀
機

能

も
同
時
に
担
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
わ
け
で
す
。
荷
揚
げ
が
終
了
し
た
後
、
佐

原
屋
庄
兵
衛
は
空
船
に
な
っ
た
高
瀬
船
に
、
今
度
は
積
問
屋
の
機
能
を
発
揮
し
て
、

江
戸
市
中
あ
ち
こ
ち
の
問
屋
た
ち
か
ら
、
荷
物
を
佐
原
か
ら
の
注
文
に
応
じ
て
買
い

調

え
、
こ
れ
を
江
戸
か
ら
の
下
り
荷
と
し
て
佐
原
に
送
り
ま
す
。
そ
し
て
、
佐
原
で

は

こ
う
し
た
商
品
が
、
河
岸
問
屋
を
通
じ
て
注
文
主
で
あ
る
商
人
仲
間
な
ど
に
渡
さ

れ

ま
す
。
そ
し
て
品
目
に
よ
っ
て
は
、
佐
原
の
市
な
ど
を
通
じ
て
周
辺
地
域
へ
と
販

売

さ
れ
て
ゆ
く
、
と
い
う
流
通
構
造
が
存
在
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
は
元
禄
か
ら
享
保
初
年
の
も
の
で
す
が
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
に

至

る
江
戸
の
積
荷
宿
と
付
船
仲
間
な
ど
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
存
在
形
態
は
こ
れ
と

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
も
の
と
し
て
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
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③
明
和
七
年
「
付
船
障
」
一
件

　小売商

＼一十一子

　　　　　　　　市

河岸問屋（伊能両家の名儀）

　　　↑　1㌦持

λ一一士一誤

／離
「他所」

（佐原）

下り荷
ヱ。油
高瀬船

船頭・送状

奥川筋艀下宿
　　　　　　178人

黙｝・
佐原屋庄兵衛一

「
〈奥川筋船積問屋〉

／1＼
問屋

　〈舟宿（艀下宿）〉ご

／1＼
領主・　問屋

知行主

（江戸）

仲間

37人

佐原屋庄兵衛と佐原河岸問屋をめぐる流通構造図1

　
前
節
で
は
、
奥
川
筋
船
積
問
屋
の
一
員
と
し
て
の
佐
原
屋
庄
兵
衛
と
、
小
網
町
に

展
開
す
る
付
船
仲
間
と
称
さ
れ
た
艀
宿
の
集
団
に
つ
い
て
の
概
況
を
見
ま
し
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
ふ
ね
さ
わ
り

こ
で
次
に
、
明
和
年
間
の
「
附
船
障
」
と
題
さ
れ
た
史
料
（
『
東
京
市
史
稿
．
港
湾

編
』
2
巻
二
↓
二
頁
以
下
）
か
ら
、
深
川
地
域
に
展
開
し
て
い
る
艀
宿
の
も
う
一
つ
の

集
団
に
つ
い
て
、
併
せ
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
「
附
船
障
」
は
、
深
川
の
海
辺
大
工
町
に
存
在
し
て
い
る
艀
宿
の
連
中
が
、

野

州
北
猿
田
河
岸
や
武
州
権
現
堂
河
岸
等
、
自
分
た
ち
の
得
意
先
で
あ
る
あ
ち
こ
ち

の
河
岸
問
屋
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
、
主
と
し
て
米
の
荷
物
を
江
戸
で
積
み
替
え
て
送

り
先
に
荷
揚
げ
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
小
網
町
の
付
船
仲
間
に
属
す
者
に
よ
っ
て

荷
物

を
差
し
押
さ
え
ら
れ
、
併
せ
て
艀
賃
を
も
没
収
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ

た
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
史
料
に
は
合
計
四
件
の
事
件
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
、
北
関

東
の
河
岸
か
ら
高
瀬
船
で
送
ら
れ
て
き
た
荷
物
が
、
江
戸
深
川
海
辺
大
工
町
の
艀
宿

を
介
し
て
市
中
の
各
所
へ
運
ば
れ
、
荷
揚
げ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ

し
て
こ
う
し
た
艀
か
ら
、
荷
揚
げ
の
権
利
を
め
ぐ
っ
て
、
小
網
町
の
付
船
仲
間
の
者

た
ち
が
妨
害
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
。
史
料
に
よ
る
と
、
小
網
町

に
は
合
計
一
七
八
人
も
の
付
船
仲
間
集
団
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
争
論
か
ら
、
艀
の
営
業
権
を
め
ぐ
る
論
理
が
窺
え
ま
す
。
一
つ
は
、
各
地
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
「
売
穀
」
す
な
わ
ち
商
人
米
は
、
小
網
町
の
付
船
仲
間
に
属
し
て

い

る
艀
下
宿
集
団
が
荷
揚
げ
を
独
占
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
彼
ら
は
、
江
戸
の
入

口

で

あ
る
中
川
番
所
の
手
前
ま
で
高
瀬
船
を
出
迎
え
、
船
の
中
に
札
を
投
げ
入
れ
た

者
が
艀
の
権
利
を
得
る
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
商
人
米
と
は
違
っ
て
、
特
定
の
得
意
関
係
に
も
と
つ
い
て
艀
を
独

占
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
武
家
方
荷
物
の
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
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そ
の
他
、
商
人
の
扱
う
様
々
な
品
目
に
応
じ
て
艀
の
独
占
も
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
ま
す
。

④
両
国
橋
御
役
舟
艀
下
宿
仲
間

　
以
上

の
点
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
小
網
町
地
域
に
展
開
す
る
付
船
仲
間
集
団
は
、

両

国
界
隈
に
展
開
し
た
艀
宿
仲
間
と
非
常
に
よ
く
似
た
業
態
と
い
え
ま
す
。
『
御
府

内
備
考
』
（
大
日
本
地
誌
体
系
）
の
深
川
海
辺
大
工
町
の
部
分
に
は
「
茶
船
持
並
艀
下

宿
渡
世
之
者
由
緒
」
の
記
述
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
ま
す
と
、
彼
ら
の
正

式
名
称
は
「
両
国
橋
御
役
舟
艀
下
宿
仲
間
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
両
国
の
艀
下
宿
仲

間
は
、
文
政
年
間
当
時
合
計
七
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、

深

川
海
辺
大
工
町
の
艀
下
宿
が
一
四
人
、
「
役
舟
之
者
」
が
二
二
人
、
そ
の
他
の
町
に

住
居
し
て
艀
下
宿
を
や
っ
て
い
て
一
八
一
四
年
（
文
化
十
一
）
に
新
た
に
加
入
さ
せ

ら
れ
た
者
が
二
四
人
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
の
部
分
に
展
開
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、

神
田
川
と
か
本
所
竪
川
通
辺
り
で
す
。
そ
こ
に
も
深
川
と
同
じ
業
態
の
者
が
展
開
し
、

一
八
一
四
年
に
な
っ
て
こ
の
仲
間
に
参
加
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
「
行

燈
」
と
唱
え
て
、
両
国
橋
よ
り
下
流
の
大
川
で
、
煮
売
物
や
水
菓
子
な
ど
を
江
戸
に

や
っ

て

く
る
船
に
売
る
商
売
を
し
て
い
る
商
人
が
一
八
二
一
年
（
文
政
四
）
に
加
入

し
、
こ
れ
が
一
一
人
い
ま
す
。
こ
う
し
て
合
計
七
一
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
由
緒
書
と
の
関
係
で
、
艀
下
宿
の
名
目
と
の
異
同
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
も

の

か
、
小
網
町
の
付
船
仲
間
の
代
表
が
承
認
の
旨
を
示
す
加
判
を
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
小
網
町
の
付
船
仲
間
と
深
川
地
域
に
展
開
す
る
艀
下
宿

仲
間
と
い
う
の
は
、
そ
の
業
態
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
わ
け
で

す
。　

こ
う
し
て
、
先
ほ
ど
見
た
『
商
事
慣
例
集
』
所
収
の
東
京
川
船
回
漕
組
合
に
関
す

る
史
料
で
い
う
と
、
付
船
仲
間
と
い
う
の
は
艀
問
屋
の
前
身
、
両
国
の
艀
下
宿
仲
間

が
艀
下
積
問
屋
の
前
身
と
い
う
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

⑤
奥
川
筋
船
積
問
屋

　

こ
こ
ま
で
は
荷
物
の
受
託
と
い
う
面
か
ら
江
戸
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
見
た
わ
け

で

す
が
、
も
う
一
つ
の
側
面
、
つ
ま
り
江
戸
か
ら
奥
川
筋
に
荷
物
を
送
り
出
す
機
能

を
担
う
「
奥
川
筋
船
積
問
屋
」
に
つ
い
て
、
断
片
的
な
史
料
を
挙
げ
て
そ
の
概
要
を

辿
っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
く
使
わ
れ
る
史
料
で
す
が
、
一
七
八
九
年
（
寛
政
元
）
五
月
「
町
年
寄
よ
り
奥

川
積
問
屋
仲
間
仕
来
井
渡
世
方
之
儀
御
尋
二
付
返
答
書
」
（
『
埼
玉
県
史
』
史
料
編
1
5
、

逓
信
総
合
博
物
館
蔵
「
奥
川
船
積
問
屋
規
則
」
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
奥
川

筋
船
積
問
屋
仲
間
の
「
仕
来
」
に
つ
い
て
、
江
戸
の
町
年
寄
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

対

す
る
仲
間
か
ら
の
返
答
で
す
。
初
め
の
部
分
に
出
て
く
る
よ
う
に
、
当
時
は
三
七

軒
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
業
態
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
あ

り
ま
す
。

〔史
料
1
〕

　
一
、
右
高
瀬
船
江
積
乗
り
候
諸
荷
物
共
国
所
之
産
物
、
不
寄
何
品
二
河
岸
よ
り

積
立
御
当
地
江
入
津
仕
、
船
艀
下
船
宿
よ
り
夫
々
之
問
屋
江
送
状
之
通
水
揚
仕

　
候
、
勿
論
高
瀬
舟
直
揚
仕
候
荷
物
も
有
之
候
、
此
儀
ハ
帰
舟
艀
下
船
宿
二
而
取

　
揃
候
儀
二
御
坐
候

　
一
、
私
共
渡
世
之
儀
ハ
右
高
瀬
舟
国
々
よ
り
御
当
地
江
積
参
り
候
諸
荷
物
御
片

　
付
、
か
ら
船
二
相
成
候
而
船
頭
共
銘
々
請
前
之
仲
間
共
方
江
船
廻
シ
、
御
当
地

　
よ
り
出
候
荷
物
夫
々
江
積
送
り
申
候
、
尤
積
場
所
之
儀
は
武
州
・
下
総
・
上

　
野
・
下
野
・
常
陸
右
五
ケ
国
入
合
之
河
岸
々
々
江
積
遣
、
夫
よ
り
奥
州
・
羽

　
州
・
信
州
・
越
後
辺
迄
船
積
荷
物
之
分
私
共
仲
間
内
に
而
積
場
所
相
分
ケ
、
船

　
積
仕
来
候
儀
二
御
座
候

　
（
後
略
）
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前
半
は
先
に
見
た
荷
の
受
託
と
配
送
に
関
す
る
記
述
で
す
。
江
戸
に
や
っ
て
き
た

色
々
な
荷
物
を
、
艀
下
船
宿
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
問
屋
に
送
状
に
も
と
つ
い
て
荷
揚
げ

す

る
場
合
も
あ
る
し
、
も
ち
ろ
ん
高
瀬
船
が
直
接
荷
揚
げ
す
る
よ
う
な
荷
物
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
て
江
戸
に
積
み
込
ま
れ
て
き
た
荷
物
が
、
先
ほ
ど
見
た
よ
う
な
艀
下

宿
の
集
団
に
よ
っ
て
荷
揚
げ
さ
れ
、
配
送
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
史
料
の
後
半
で
は
、

空
に

な
っ
た
高
瀬
船
に
「
請
前
之
仲
間
」
、
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
高
瀬
船
が
契
約
関

係
・
得
意
関
係
を
持
っ
て
い
る
奥
川
の
積
問
屋
の
と
こ
ろ
に
船
を
廻
し
、
江
戸
か
ら

各
地
に
送
る
荷
物
を
そ
れ
ぞ
れ
積
載
し
て
送
り
出
す
と
あ
り
ま
す
。
送
り
先
は
、
武

州
・
下
総
・
上
野
・
下
野
・
常
陸
五
力
国
の
河
岸
等
で
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
奥
州
・

羽

州
・
信
州
・
越
後
な
ど
に
送
る
分
も
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
船

積
み

の
荷
物
の
分
を
「
私
共
仲
間
内
」
で
船
積
み
す
る
場
所
を
分
担
し
て
い
る
と
述

べ
て

い

ま
す
。
こ
こ
で
引
用
を
略
し
た
部
分
に
、
江
戸
か
ら
の
商
人
荷
物
と
し
て
、

綿
・
木
綿
・
塩
・
糠
・
干
鰯
・
荒
物
・
乾
物
干
魚
・
小
問
物
類
な
ど
の
品
目
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
積
問
屋
と
い
う
者
は
、
扱
っ
た
品
目
に
対
す
る
一
割
の
口
銭
を
取
り

立
て

る
こ
と
を
収
入
源
に
し
て
い
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
奥

川
筋
船
積
問
屋
が
一
八
〇
九
年
（
文
化
六
）
に
十
組
に
編
入
さ
れ
、
〆
株
に

な
っ
た
と
き
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
全
部
で
三
五
軒
で
す
が
、
そ
こ
に
は
佐
原
屋
庄
兵

衛

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
積
問
屋
は
、
取
引
先
の
河
岸
が
分
布
す
る
地
域

ご
と
に
、
上
州
問
屋
や
土
浦
問
屋
な
ど
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
場
所
の
河
岸
で

あ
る
「
積
場
」
が
特
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
『
諸
問
屋
再
興
調
』
に
は
、
株
仲
間
再
興
に
伴
っ
て
作
成
さ
れ
た
奥
川
筋
船
積
問

屋
に

関
す
る
史
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
（
『
大
日
本
近
世
史
料
・
諸
問
屋
再
興
調
』
5
、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
年
）
。
そ
こ
で
は
、
先
例
と
し
て
一
七
九
八
年
（
寛

政

十
）
四
月
に
奥
川
筋
船
積
問
屋
仲
間
が
、
江
戸
町
奉
行
所
に
仲
間
を
公
認
し
て
も

ら
お
う
と
、
町
年
寄
役
所
へ
の
「
名
前
帳
」
提
出
を
許
可
し
て
下
さ
い
と
願
い
出
た

一
件
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
同

年
八

月
に
記
さ
れ
た
、
奥
川
筋
船
積
問
屋
か
ら
の
出
願
に
対
す
る
町
年
寄
奈
良
屋
の

意
見
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
も
先
ほ
ど
見
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
、
奥
川
筋
船

積
問
屋
に
関
す
る
業
態
の
内
容
や
、
破
船
・
難
船
に
つ
い
て
の
保
証
規
定
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
奥
川
筋
積
問
屋
仲
間
の
出
願
に
対
し
て
、
こ
れ
を
認
可
し
て
も
支
障
が

な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
町
年
寄
役
所
は
十
組
問
屋
の
行
事
と
付
船
仲
間
の

惣
代
に
対
し
て
尋
問
し
て
い
ま
す
。
十
組
の
方
で
は
特
に
支
障
は
な
い
と
い
う
返
答

で
す
が
、
「
関
東
奥
川
筋
附
船
仲
間
」
、
つ
ま
り
小
網
町
付
船
仲
間
が
強
く
反
対
し
て

い

ま
す
。
小
網
町
附
船
仲
間
の
返
答
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
す
。

〔史
料
2
〕

関
東
筋
所
々
在
々
江
高
瀬
船
を
以
御
当
地
よ
り
積
下
り
候
荷
物
之
儀
は
、
御
当

地
諸
商
売
之
問
屋
共
よ
り
、
其
直
段
も
不
相
極
積
送
候
儀
有
之
、
所
々
在
々
之

も
の
共
出
府
之
上
或
ハ
買
調
、
又
は
縁
者
・
親
類
・
懇
意
之
も
の
江
其
商
売
も

　
の
二
不
限
日
用
之
品
々
相
頼
遣
候
も
有
之
、
既
二
荷
物
船
積
仕
候
儀
、
此
度
願

　
出
候
積
問
屋
共
江
相
願
候
も
有
之
、
附
船
仲
間
之
も
の
共
江
相
頼
候
も
有
之
、

右
仲
間
二
不
拘
直
々
船
積
仕
候
も
有
之
、
其
最
寄
弁
利
二
随
ひ
候
の
み
二
而
、

何
れ
之
仲
間
に
限
り
引
受
候
と
申
儀
古
来
よ
り
取
極
無
之
候

　
江
戸

に
送
ら
れ
て
き
た
荷
物
を
受
託
す
る
の
が
付
船
仲
間
の
主
た
る
機
能
な
の
だ

け
れ
ど
も
、
逆
に
江
戸
か
ら
奥
川
に
品
物
を
積
み
込
む
、
送
り
出
す
と
い
う
問
屋
の

機
能
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
独
占
す
る
者
は
昔
か
ら
存
在
し
な
い
。
奥
川
筋
船
積
問

屋

に
江
戸
か
ら
送
り
出
す
荷
物
を
依
頼
す
る
者
も
い
る
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
付
船

仲
間
に
頼
む
者
も
い
る
。
こ
う
し
て
「
最
寄
弁
利
」
に
よ
っ
て
、
付
船
仲
間
の
メ
ン

バ

ー
も
含
め
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
船
積
み
を
依
頼
し
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
主
張

し
て
い
ま
す
。

　
結
局
、
こ
の
と
き
の
奥
川
筋
船
積
問
屋
の
出
願
は
、
史
料
的
に
は
よ
く
分
か
り
ま
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せ
ん

が

「
新
規
願
」
と
い
う
こ
と
で
却
下
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
天
保
期
や

幕
末
の
史
料
を
見
て
い
る
と
、
江
戸
か
ら
各
地
に
船
積
み
す
る
機
能
は
奥
川
筋
船
積

問
屋
が
独
占
し
て
い
る
の
で
、
文
化
六
年
に
十
組
に
加
入
し
た
段
階
で
、
付
船
仲
間

が

右
で
述
べ
た
よ
う
な
論
理
は
否
定
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

れ
な
い
の
で
、
こ
の
点
は
、

す
る
史
料
が
出
て
く
れ
ば
、

い
ま
す
。

⑦
塩
荷
物
直
積
出
入

上

州
地
域
や
利
根
川
筋
等
の
河
岸
関
係
史
料
か
ら
関
連

具
体
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
と
思

⑥
船
積
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

こ
こ
で
は
、
⑤
で
見
た
奥
川
筋
船
積
問
屋
に
お
け
る
船
積
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て

検
討
し
て
み
ま
す
。
以
下
、
『
群
馬
県
史
』
史
料
編
1
6
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
江
戸

船
積
問
屋
小
泉
町
荷
主
宛
荷
物
一
方
積
願
書
」
と
い
う
年
欠
の
史
料
を
取
り
上
げ
た

い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸
小
網
町
一
丁
目
の
星
野
喜
兵
衛
と
い
う
上

州
積
問
屋
が
、
上
州
の
小
泉
町
の
荷
主
中
に
宛
て
て
、
荷
物
の
「
一
方
積
」
と
い
う

こ
と
を
願
い
出
て
い
る
史
料
で
す
。
こ
の
史
料
で
は
、
星
野
が
江
戸
か
ら
荷
物
を
積

み
込
ん

で
送

り
出
す
と
き
に
、
ど
う
い
う
仕
法
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
が
細
か
く
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
と
当
時
、
高
瀬
船
が
江
戸
の
積
問
屋
の
あ
ち
こ
ち

を
廻
っ
て
荷
物
を
誹
え
る
た
め
に
、
江
戸
で
の
滞
在
が
長
期
化
し
、
現
地
に
運
ぶ
ま

で

の

期
日
が
余
計
に
か
か
る
と
い
う
弊
害
が
あ
り
、
星
野
は
こ
れ
を
改
め
て
、
二

方

積
」
、
つ
ま
り
星
野
が
積
問
屋
機
能
を
独
占
し
、
注
文
主
の
発
注
に
応
じ
て
荷
物

を
調
え
て
、
一
括
し
て
現
地
に
送
る
と
い
う
新
た
な
方
法
を
採
ろ
う
と
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
と
き
荷
物
の
保
証
の
た
め
に
、
「
上
方
船
同
様
之
仕
法
」
と
い
う
こ
と
で
、
江

戸
の
積
問
屋
が
高
瀬
船
に
荷
物
を
積
む
と
き
に
、
「
手
板
帳
」
と
い
う
も
の
に
記
入
し

て

荷
物

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
こ
の
「
手
板
帳
」
を
飛
脚
に
よ
っ
て
陸
路
を
小
泉
町
の
河

岸
問
屋
に
送
り
ま
す
。
河
岸
問
屋
の
方
で
は
江
戸
か
ら
船
方
が
運
ん
で
き
た
荷
物
を

送
状

と
合
わ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、
さ
ら
に
「
手
板
帳
」
の
内
容
を
確
認
す
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
史
料
に
は
、
「
手
板
帳
」
や
送
状
の
写
し
や
雛
形
が
見
ら

　

こ
う
し
て
江
戸
の
奥
川
筋
船
積
問
屋
は
、
江
戸
か
ら
奥
川
筋
に
送
る
荷
物
の
積
み

送

り
機
能
を
、
ほ
ぼ
全
て
独
占
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
例
外
が
あ
る
よ
う
で
す
。

そ

れ

は
、
文
政
九
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
、
武
州
高
島
か
ら
上
州
倉
鹿
野
に
か
け
て

の

「
拾
四

河
岸
組
合
」
、
つ
ま
り
一
四
の
河
岸
に
分
布
す
る
河
岸
問
屋
の
仲
間
と
、

江
戸
の
塩
問
屋
・
塩
仲
買
と
の
間
で
の
荷
物
の
受
託
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
奥
川
筋
船

積
問
屋
が
こ
れ
を
違
法
で
あ
る
と
出
訴
し
た
一
件
か
ら
窺
え
ま
す
（
『
埼
玉
県
史
』
史

料
編

1
5
）
。
文
政
九
年
四
月
に
、
奥
川
筋
船
積
問
屋
の
方
が
「
江
戸
表
よ
り
関
東

在
々
江
積
出
候
塩
外
々
は
、
積
問
屋
方
二
而
差
配
」
し
て
い
る
と
し
て
、
塩
荷
に
つ

い

て

も
、
全
て
奥
川
筋
船
積
問
屋
が
扱
う
の
が
慣
例
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
れ
に
違

反
し
た
と
し
て
拾
四
河
岸
組
合
を
相
手
に
訴
え
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
河

岸
組
合
側
の
言
い
分
は
、
「
高
嶋
河
岸
よ
り
倉
鹿
野
河
岸
迄
は
直
積
往
古
よ
り
仕
来
」

が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
だ
け
は
他
の
地
域
と
は
異
な
る
例
外
と
し
て
認
め
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
結
局
、
こ
の
一
件
は
内
済
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
「
熟
談
之

上
古
来
仕
来
之
通
塩
荷
物
二
限
り
直
積
」
を
認
め
る
こ
と
、
そ
の
代
わ
り
に
「
趣
意

金
」
と
し
て
五
〇
両
を
河
岸
組
合
で
プ
ー
ル
し
、
こ
れ
か
ら
一
年
に
三
両
つ
つ
、
口

銭
の
代
わ

り
と
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
奥
川
筋
船
積
問
屋
の
方
に
支
払
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
四
の
河
岸
に
伊
勢
崎
を
加
え
て
一
五
の
河
岸
が
、
江

戸
か

ら
の
塩
の
直
積
を
行
え
る
例
外
的
な
場
所
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
こ
う
し
た
塩
荷
物
取
り
扱
い
の
独
占
が
始
ま
っ
た
の
か
よ
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く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
先
ほ
ど
の
斎
藤
報
告
を
念
頭
に
お
く
と
、
や
は
り
行
徳
の
位

置
と
役
割
が
大
き
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
点
も
全
く
不
案
内
な
の

で
、
奥
川
筋
船
積
問
屋
の
船
積
独
占
の
例
外
規
定
と
い
う
も
の
が
塩
に
つ
い
て
は
見

ら
れ
る
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
に
、
今
は
止
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑧
奥
川
船
積
問
屋
の
株
式

　
本
報
告
の
最
後
に
、
奥
川
筋
船
積
問
屋
の
株
式
の
内
容
を
示
す
史
料
を
若
干
見
た

い

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
江
戸
小
網
町
二
丁
目
の
奥
川
船
積
問

屋
・
加
賀
屋
大
助
と
い
う
者
が
、
天
保
二
年
五
月
に
、
上
州
新
田
郡
高
岡
村
の
小
西

屋
藤
七
と
い
う
商
人
に
問
屋
株
式
を
売
却
し
た
事
例
で
す
。
こ
の
時
、
三
通
の
証
文

が

同
時
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
群
馬
県
史
』
資
料
編
1
4
　
史
料
番
号
皿
～
鰯
）
。

　
証
文
の
一
つ
め
（
1
5
3
）
を
見
る
と
、
問
屋
株
式
は
］
二
〇
両
で
売
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
と
き
鑑
札
を
始
め
、
諸
帳
面
一
式
と
建
家
一
カ
所
ー
こ
れ
は
間
口
二
間
半

の
奥
行
六
間
半
で
、
江
戸
で
い
う
と
典
型
的
な
表
店
商
人
の
店
舗
の
規
模
で
す
が
ー
、

こ
れ
に
夜
着
・
蒲
団
二
〇
人
分
を
添
え
て
、
株
式
が
譲
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
二
つ
め

の
証
文

（
2
5
3
）
に
よ
る
と
、
こ
の
加
賀
屋
大
助
は
、
奥
川
筋
船
積
問
屋
株

の

他

に
、
江
戸
で
百
姓
宿
の
仲
間
の
一
つ
で
あ
る
「
八
拾
弐
軒
組
」
に
属
す
上
総
屋

の
株
も
持
っ
て
い
て
、
併
せ
て
こ
の
株
に
つ
い
て
も
質
物
と
し
て
小
西
屋
に
渡
し
、

二
〇
両
を
借
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
三
つ
め
の
証
文
（
3
5
3
）
で
は
船
積
問
屋
株
が
売
却
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

譲
り
主
の
加
賀
屋
大
助
は
一
旦
売
っ
た
株
式
を
小
西
屋
か
ら
借
り
て
い
る
こ
と
が
わ

か

り
ま
す
。
つ
ま
り
実
際
に
は
一
年
間
と
い
う
年
限
付
き
で
す
が
、
加
賀
屋
は
小
西

屋
か

ら
営
業
権
1
1
株
を
借
り
て
、
引
き
続
き
船
積
問
屋
を
営
業
し
て
い
る
訳
で
す
。

こ
れ
は
町
屋
敷
を
担
保
と
し
て
借
金
す
る
家
質
の
場
合
、
つ
ま
り
町
屋
敷
を
質
に
入

れ
た

後

も
そ
こ
に
「
家
守
」
と
し
て
住
み
続
け
、
利
子
を
家
賃
と
し
て
支
払
う
よ
う

な
形
態
と
同
じ
で
す
。
こ
こ
で
は
一
カ
月
金
一
両
一
分
二
朱
余
り
、
年
間
約
一
六
両

ほ

ど
の
「
上
金
」
を
、
加
賀
屋
は
小
西
屋
に
利
子
と
し
て
支
払
う
形
を
と
っ
て
い
ま

す
。　

も
う
一
つ
の
事
例
は
、
田
中
康
雄
氏
の
論
文
に
出
て
く
る
も
の
で
す
が
、
江
戸
箱

崎
町
の
佐
原
屋
庄
兵
衛
が
、
佐
原
村
の
伊
能
茂
左
衛
門
を
保
証
人
と
し
て
、
佐
原
の

「
商
人
御
仲
間
衆
」
か
ら
金
四
〇
両
を
借
り
た
と
き
の
借
用
証
文
が
あ
り
ま
す
。
こ

の

と
き
質
物
と
し
て
、
間
口
四
間
・
奥
行
五
間
の
立
家
一
軒
と
艀
下
の
船
を
質
に
入

れ
て

い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
船
積
問
屋
の
経
営
規
模
や
家
の
状
況
を
示
す
史
料
と
い
う
の
は
、
ま
だ
他
に
見
て

い

な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
断
片
的
な
事
例
か
ら
見
る
と
、
小
網
町
と

箱
崎
町
な
ど
の
地
域
に
分
厚
く
展
開
し
て
い
る
奥
川
筋
船
積
問
屋
の
経
営
規
模
は
、

店
舗
の
規
模
で
見
る
限
り
、
表
店
の
商
人
ク
ラ
ス
に
相
当
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
ほ
ど
見
た
小
西
屋
藤
七
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
江
戸
の
奥
川

筋
船
積
問
屋
が
得
意
先
の
河
岸
問
屋
な
ど
と
関
係
を
深
め
る
中
で
、
船
積
問
屋
の
株

式
自
体
が
在
方
の
河
岸
商
人
な
ど
に
よ
っ
て
買
得
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　
奥
川
筋
に
向
け
て
の
江
戸
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
は
、
以
上
見
た
よ
う
に
、
十
九
世

紀
前
半
に
お
い
て
は
、
奥
川
筋
船
積
問
屋
三
五
～
三
七
軒
、
小
網
町
を
中
心
に
展
開

す
る
付
船
仲
間
の
艀
下
宿
約
一
七
〇
人
、
両
国
地
域
を
中
心
と
す
る
艀
下
宿
仲
間
約

七
〇
軒
、
と
い
う
三
つ
の
集
団
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
三
つ

の
集
団
は
、
江
戸
に
や
っ
て
く
る
荷
物
を
受
託
し
、
「
は
し
け
る
」
機
能
を
持
つ
二
つ

の

艀
宿
集
団
と
、
も
う
一
つ
、
江
戸
か
ら
周
辺
部
へ
荷
を
積
み
送
る
機
能
を
担
う
船

積
問
屋
と
に
、
大
き
く
二
つ
に
分
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
し
か
し
、
船
積
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問
屋
・
佐
原
屋
庄
兵
衛
の
事
例
や
、
〔
史
料
2
〕
で
見
た
付
船
仲
間
の
返
答
書
な
ど
に

よ
る
と
、
こ
う
し
た
艀
と
積
の
二
つ
の
機
能
が
完
全
に
分
化
・
分
業
化
し
て
い
た
と

は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
部
分
は
両
方
の
機
能
を
併
せ
持
つ
と
い
う
場
合
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
の
点
が
、
一
八
八
五
年
に
旧
来
の
三
組
が
一
つ
の
組

合
と
し
て
合
体
し
う
る
条
件
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
最
後
に
課
題
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
江
戸
側
の
史

料
か
ら
は
積
問
屋
や
艀
宿
に
関
す
る
も
の
が
な
か
な
か
見
出
せ
ま
せ
ん
が
、
特
に
利

根
川
流
域
を
中
心
と
し
た
各
地
の
河
岸
‖
流
域
都
市
に
残
さ
れ
た
史
料
、
あ
る
い
は

商

人
関
係
史
料
、
さ
ら
に
は
斎
藤
報
告
を
参
照
す
れ
ば
東
北
地
域
を
含
め
た
商
人
や

諸
藩
の
流
通
関
係
史
料
な
ど
か
ら
新
た
な
事
例
を
収
集
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
思

い

ま
す
。
ま
た
こ
こ
で
み
た
三
組
の
機
能
を
具
体
的
に
知
る
た
め
に
は
、
仕
切
状
や

手
板
帳
と
か
の
史
料
も
重
要
で
し
ょ
う
。

　
そ

れ
か

ら
、
こ
の
テ
ー
マ
を
調
べ
て
ゆ
く
上
で
重
要
な
の
は
、
運
送
さ
れ
る
品
目

ご
と
の
特
質
を
注
意
深
く
見
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
江
戸
に
や
っ
て
く

る
米
や
薪
炭
、
江
戸
か
ら
出
て
い
く
小
間
物
・
繊
維
製
品
・
塩
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

品
目
ご
と
に
商
慣
習
が
異
な
っ
て
い
た
り
、
塩
の
よ
う
に
取
り
扱
い
の
例
外
規
定
が

あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
き
め
細
か
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

点

は
、
武
家
荷
物
と
商
人
荷
物
の
差
異
の
問
題
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
両
者
の

特
質
を
こ
こ
で
見
た
よ
う
な
機
能
分
化
の
問
題
と
か
ら
め
て
追
う
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
江
戸
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
に
関
す
る
論
点
で
興
味
深
い
の
は
、
江
戸
の
民
衆

世
界
と
の
関
係
で
す
。
例
え
ば
、
艀
下
宿
と
か
付
船
仲
間
の
実
態
を
、
そ
の
経
営
や

周
辺

の
社
会
構
造
、
あ
る
い
は
気
質
ま
で
含
め
て
、
も
っ
と
ク
リ
ア
ー
に
で
き
な
い

か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
別
の
機
会
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
小
網
町
の
船
頭
仲

間
は
非
常
に
気
性
の
激
し
い
荒
く
れ
者
た
ち
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
中
に
「
日
用
」

層
を
包
摂
し
な
が
ら
、
は
組
の
鳶
と
叩
き
合
い
の
大
喧
嘩
を
す
る
よ
う
な
腕
っ
ぷ
し

の

強
い
集
団
と
し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
〔
吉
田
一
九
九
七
〕
。
こ
れ

を
史
料
的
に
追
う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
断
片
的
に
で
も
実

態
の
一
部
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
点
を
念
頭
に
置
い
て
、
江
戸
市
中
に
お
け
る
艀
と
積
、
上
方
か
ら
の
下
り

荷
物
の
中
継
、
奥
川
筋
と
の
関
係
構
造
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
な
性
格
を
、
こ
こ
で
取

り
上
げ
た
三
組
を
中
心
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
本
稿
は
、
一
九
九
九
年
三
月
七
日
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
世
利
根
川

舟
運
と
流
域
都
市
」
に
お
い
て
行
っ
た
報
告
の
録
音
を
起
こ
し
た
も
の
に
修
正
を
施

し
て
成
稿
し
た
。
録
音
テ
ー
プ
か
ら
の
文
字
化
に
あ
た
っ
て
は
舟
橋
明
宏
氏
に
多
大

な
ご
助
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
述
べ
た
い
。
）

（東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
一
年
十
月
一
日
受
理
、
二
〇
〇
二
年
十
月
十
一
日
審
査
終
了
）
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